
〇基礎情報

１　施策指標と実績 （評価の見方）
・ Ｓ 事業の指標を概ね（80%）達成し、成果があがった
・ Ａ 事業の指標は達成できなかったが、成果はあがった
・ Ｂ 事業の指標を概ね（80%）達成し、成果は今後見込める
・ Ｃ 事業の指標は達成できなかったが、成果は今後見込める
・ Ｄ 事業の指標を概ね達成したが、成果は見込めない
・ Ｅ 事業の指標を達成できず、成果も見込めない
・ Ｚ 未着手事業
・ 実績 事業実施の体制は整えていたが、実績がなかった
なし

２　事業実績（平成28年度）

事務事業評価表

課名 農業水産課 作成責任者 常勤職員 常勤職員以外 時間外勤務時間

施策目標 56
農業・水産業の振興と農地・海浜の
保全・活用を進める

横溝　哲也
管理職 左記以外 再任用短時間職員 臨時職員 非常勤嘱託職員 総時間 一人あたり月平均
1 人 11 人 0 人 3 人 0 人 733 時間 5.5 時間

施策指標名
第3次実施計画
の現状値

目標値
（30年度）

実績値

25年度 26年度 27年度 28年度

耕地面積 369ha 352ha 372ha 369ha 362ha 350ha

漁業の組合員数 64人 65人 64人 63人 62人 60人

0 0.0% 0

No. 事務事業名
事務事業の目的・目指すべき成果

事業の
性質

実績
何を・誰を（対象）、どうやって働きかけ
（手段）、どうしたいか（生まれる成果）

広域
連携

行革
重点

H28決算
従事
者数

会計
区分

H28予算

(単位：円)

1
経済部ポータルサイ
ト事業

市内産業、雇用、まちづくり等の情
報を発信することにより市内経済の
活性化を図る。

政策的事業

評価業務
計画

H28
業棚
選定

事務事業の指標名 H28目標値 H28実績値

0.04 一般
1,800,000 経済部ポータルサイト年間

ユニークユーザー数

94,212,720
2
水産物供給基盤機
能保全事業

老朽化した漁業施設の機能保全工
事による施設長寿化を図るものであ
る。

政策的事業 ● 工事進捗率

11万 8万 Ｃ
1,679,400

第2期工事（28.8％） Ｓ第2期工事（25.2％）0.33 一般
133,928,000

3
畜産クラスター関連
事業

畜産施設整備等を支援し畜産の生
産力強化を図る。

政策的事業 0.06 一般
0 畜産クラスター協議会への
参加

550,800
4
地場農産物利用促
進事業

茅ヶ崎産米を使用した防災備蓄食糧
を購入することにより水田の保全、
農業の理解促進を図る。

政策的事業 水田耕地面積

年1回
要望がなかったため協議
会を立ち上げていない

実績
なし0

43ha Ｓ43ha0.07 一般
551,000

5
漁港区域内道路整
備事業

茅ヶ崎グランドプランに基づいたA地
区内道路の整備をし、来訪者の増加
に対応できる。

政策的事業

6
漁港北側駐車場・多
目的広場等整備事
業

茅ヶ崎グランドプランに基づき漁業
関係者や海岸来訪者のため駐車場
及び多目的広場の整備を実施する。

政策的事業 ●

0

県水産課との協議・許可 Ｓ
0

0
事業の推進

事業の推進

庁内調整会議4回 庁内調整会議４回 Ｓ0.03 一般

県水産課との協議・許可0.12 一般
0



0.28 一般
5,940,000

事業の進捗状況

8
農業振興地域整備
計画管理事業

農用地区域を保全することにより生
産性の向上と農業経営基盤の安定
化を図る。

政策的事業

7
農とみどりの整備事
業

老朽化した農業用水路等を改修
することにより農作業環境の保
全を図る。

政策的事業

一般

農業用水路整備L=70.0m 農業用水路整備L=98.2m Ｓ
5,857,920

2回 Ｓ
0

0
資料集のための現地調査

10

一般
10,059,000

8,691,127

0.77

繰越

2回

9

0.46

一般
40,929,000

1,083,000

1,082,367

11
水産物の振興（水産
物の販売促進）事業

市内水産物のPRと販売促進を行う
事で、茅ヶ崎産水産物ブランドの開
発を行う。

定例・定型的事業 0.20 一般
20,000

協力店舗等との協議回数 年4回 年4回 Ｓ
19,409

12
環境保全型農業推
進事業

農業者へ環境保全型農業に対する
理解の促進を図る。

定例・定型的事業 0.23 一般
3,574,000

土壌改良事業を含む環境
保全型農業取組農家数

85件 90件 Ｓ
1,929,380

13
漁業関連団体連絡
調整事務

漁港関連団体との連絡調整を図るこ
とで、水産業を振興するものである。

定例・定型的事業 0.20 一般
105,000 漁業協同組合との調整会

議開催回数
年4回 年4回 Ｓ

105,000

14
漁業近代化資金等
利子補給金交付事
業

沿岸漁業近代化を推進するため、資
金融資を受けた漁業者に対する利
子補給をし、漁業経営の安定を図
る。

定例・定型的事業 0.03 一般
210,000

件数 1件 1件 Ｓ
209,083

15
漁港区域内管理事
業

漁港区域内の適正な管理をすること
で、漁業経営の安定を図る。

定例・定型的事業 0.25 一般
529,500

清掃及び堆積砂運搬回数 年6回 年6回 Ｓ
528,444

16
漁港区域内堆積砂
対策事業

漁業活動に支障のある漁港施設内
への飛砂侵入の防止をし、漁業活動
の安定化を図る。

定例・定型的事業 0.23 一般
3,575,980 堆積砂除去作業委託の回

数
6回 6回 Ｓ

3,522,150

17
漁港施設維持管理
事業

漁港施設の適正な管理を実施する
ことで、漁業経営の安定化を図る。

定例・定型的事業 0.22 一般
815,000

定期点検回数 年2回 年6回 Ｓ
784,579

18 畜産振興事業
畜産農家を支援することにより畜産
技術の向上と畜産経営の安定化を
図る。

定例・定型的事業 0.34 一般
2,898,000 畜産経営環境指導・支援回

数
2回 2回 Ｓ

2,361,019

19

農業経営基盤強化
促進法による認定農
業者・農地利用集積
事業

認定農業者、中心経営体等の担い
手へ遊休農地を斡旋することにより
耕作放棄地の発生の抑制を図る。

定例・定型的事業 ● ● 0.77 一般

12,146,000
新規就農支援による新規
就農人数

2人 1人 Ａ
6,849,248

9-2

農道・用排水路整備
事業

老朽化した農業用水路等を改修す
ることにより農作業環境の保全を図
る。

政策的事業 0.28

37,930,375

事業の進捗状況 農業用水路整備L=150m

10-2

柳島向河原地区土
地利用推進事業

政策的事業
柳島向河原地区の浸水被害を低減
させることにより、営農環境の改善を
図る。

●

Ｓ

繰越
2,384,000

2,027,600

農業用水路整備L=124.2m
農業用水路整備L=90.6m

事業の進捗状況 Ａ雨水排水管L=337.9m
雨水排水管L=182.6m
用地買収　A=33.93㎡



20
農業嘱託員に係る
事務

生産組合の長に農業嘱託員を委嘱
することで、市と市内農業者の情報
発信や調整、協力体制を潤滑に行
う。

定例・定型的事業 0.13 一般
2,184,000

嘱託員数 39名 39名 Ｓ
2,184,000

21
農業制度資金利子
補給事業

必要な融資資金に対し、利子補給を
行い、農業経営の安定化を図る。

定例・定型的事業 0.15 一般
189,000

利子補給の新規受付件数 5件 0件
実績
なし46,868

22
農作物鳥獣病害虫
対策事業

農作物への鳥獣、病害虫被害を抑
制することにより農家の経営の安定
化を図る。

定例・定型的事業 0.17 一般
2,388,000

大規模被害の発生数 0回 0回 Ｓ
2,200,852

23
海産物地産地消推
進事業

安全・安心な海産物の提供と漁業振
興・漁業経営の安定のため地産池
消イベントを開催する。

定例・定型的事業 ● 0.17 一般
0
開催回数

さかなまつり：年2回
さかなの市：年2回
わかめまつり：年1回

さかなまつり：年2回
さかなの市：年2回
わかめまつり：年1回

Ｓ
0

24
農産物地産地消推
進事業

消費者に対する地場農産物の魅力
の発信及び農業者への支援を行う
事で、地場農産物の生産、消費の推
進を図る。

定例・定型的事業 ● ● 2.00 一般

20,820,000
地場産農畜水産物普及へ
の取組件数

10件 10件 Ｓ
18,080,689

25
海岸侵食防止対策
事業

漁港西側に堆積する砂を県の養浜
事業と連携し、海岸侵食の著しい中
海岸等へ運搬・養浜する。

定例・定型的事業 0.25 一般
3,219,000

堆積砂搬出量 3,500立方ﾒｰﾄﾙ
3,000立方メートル(県搬出
量12,000立方メートル）

Ｓ
3,162,240

26
海岸周辺安全対策
事業

海岸利用マナー周知とライフセービ
ング活動の支援による海岸来訪者
の安全確保をする。

定例・定型的事業 0.17 一般
470,000 ライフセービングクラブとの

打ち合わせ回数
4回 4回 Ｓ

470,000

27
海岸保全区域維持
管理事務

海岸保全区域内を適正に管理する
ことで、海岸来訪者の利便性向上を
図る。

定例・定型的事業 0.21 一般
2,641,000

仮設トイレ管理日数 250日 250日 Ｓ
2,354,400

28
港勢調査・漂流物保
管及び漁港関連団
体連絡調整事務

漁業実績の把握により水産業振興
の検討資料とする。

定例・定型的事業 0.07 一般
0
調査実施回数 1回 1回 Ｓ
0

29
援農ボランティア事
業

高齢化により人手が足りない農家に
ボランティアを派遣し、耕作放棄地
の防止を図る。

定例・定型的事業 0.35 一般
379,000 再斡旋を含む斡旋成立件

数
140件 155件 Ｓ

339,872

30
各種協議会等に係
る事業

各種関係機関、団体で組織される各
種協議会への参画を行う事で、情報
の共有することができる。

定例・定型的事業 0.35 一般
351,000

協議会への参画回数 10回 10回 Ｓ
291,362

31
耕作放棄地解消対
策事業

耕作放棄地を解消し市民農園や農
地を斡旋することにより農地の保全
を図る。

定例・定型的事業 0.49 一般
56,000 事業実施による対象農地

面積
681ａ 616a Ｓ

3,378

32
市民農園・家庭菜園
事業

農作業を通じて農業への理解と関心
を深めてもらうとともに農地の有効利
用を図る。

定例・定型的事業 0.88 一般
726,000

市民農園新規開設数 5か所 4か所 Ｓ
49,788

33 水田保全対策事業
水田を保全することにより生産活動
の場の確保、環境防災景観等多面
的機能の維持を図る。

定例・定型的事業 0.20 一般
1,540,000

水田耕地面積 43ha 43ha Ｓ
1,464,860



３　実施計画事業の総括評価

４　平成28年度業務棚卸評価における改善の取組結果
No.

５　新たな行政改革重点推進事業（本項目に記載した場合、別途行革重点推進事業管理表を作成していただきます）
No.

34 農地保全管理事業
農地を保全することにより環境負荷
を軽減し安全で安心な農作物の供
給を図る。

定例・定型的事業 0.65 一般
5,265,000 農業ふれあい館利用者数

（延べ）
8,000人／年 8,410人／年 Ｓ

3,667,426

35
農道・用排水路維持
管理事業

適切な維持管理を行うことにより、農
耕環境の保全を図る。

定例・定型的事業 0.53 一般
19,921,000

農業施設の維持管理
農道・農業用水路維持管
理

農道・農業用水路維持管
理

Ｓ ●
17,956,884

36 災害応急対策活動 - 0.22 一般
0

- - -
0

37 庁内共通事務 - 0.56 一般
0

- - -
0

合計 12.44

予算 280,696,480 249,347,480 31,349,000
決算 217,503,273 190,905,303 26,597,970
繰越 3,109,967

人工・事務事業費・事務事業指標達成度の結果にかかる分析

　事務事業指標達成度については、概ね達成している状況である。
　人工・事務事業費に関しては、地産地消推進事業に多くの人工を割いている結果となっていますが、事業費の多くは補助金交付事業費
である。補助交付事業費以外の予算は少額でありますが、各担当者が地産地消イベントや地産地消関連事業を直営で企画・執行したもの
であり、様々な調整や地域との協働等に相当の時間を費やしているためである。しかしながら、これらの調整作業は農業者との信頼関係
を築くうえで最も重要な業務である。
　経済部ポータルサイトにつきましては検索されやすいように表現を工夫するなど新規ユニークユーザーの確保を目指した結果、年々アク
セス数は増えてはいますが目標値を大きく下回る結果となっている。今後も成果を検証し、成果達成のため事業の在り方について検討す
る必要がある。
　柳島向河原土地利用推進事業につきましては、予算の範囲内で工事を行っております。整備個所につきましては浸水被害が減少してい
る。
　漁港施設維持管理事業については、茅ヶ崎グランドプランに基づき、茅ヶ崎漁港雨水桝設置および仮設柵撤去委託により、景観につい
て改善した。今後についても、関係課および関係団体との意見交換等を定期的に実施し、活動内容や成果が今後についても見込まれる状
況である。

事務事業名 取り組みの結果

35 　農道・用排水路維持管理事業 　変わらず職員が浚渫や草刈り等を行っている状況です。引き続き予算等を要望し、職員の肉体的負担を減らしていく必要がある。

重点事項名 取り組みの概要

1 該当なし - -

事務事業名


